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題的として研究対象にし
1 本稿では原著の新しい校訂版（Izutsu, Toshihiko , Language and Magic: Studies in the 




































































































6 生物言語学の名称は 2000年代になって一般化するが，着想はすでに 1950年代に，
全面展開は 1960年代に Lenneberg（1967）によりなされている。
7 『言語と呪術』が「人間の心の本性および知の構造を究明しようとする」ものであり（井
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